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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

ｔ 

 

 

●日本は投信(除くETF)の純流入が加速、NISAの駆け込み需要か!? 

～新NISAは6年余りで資産所得倍増プランの目標を達成、18歳以上人口の3分の1が保

有、日本株式に年1～2兆円の買い付け!?～ 

 

日本の投信全体の純設定/資金フロー(推計)は2023年12月6日までの1週間に+902億円と、3週ぶり純流入(日本の投信

全体…ETFを含むがMMFを含まない～イボットソン調べ)。 この内、公募投信(除くETF)は+1723億円と、前週(+710億円)を上回り、11月

1日週(+3411億円)以来約1か月ぶりの大きな純流入。 一方、ETFは-821億円と、3週連続の純流出。 ただ、約4か

月強ぶりの大きな純流出となった11月22日週(-2964億円)から純流出減速傾向。 

 

          

 

純流入が加速する最新12月6日週の公募投信(除くETF)純設定額を分類別に見る。 純流入1～3位は北米株、日本

株大型ブレンド、グローバル債-日本を除く-円ヘッジ。 2023年12月の第1週目および直近4週計は北米株が純流

入1位となっている。 2位の日本株大型ブレンドは、日経225連動型インデックスファンドの流入が再び増えている。 

3位のグローバル債-日本を除く-円ヘッジは12月1日に2本で計約300億円の新規設定ファンドによる所が大きい。 

日本の 投信全体の純設定とインデックスの推移
( 2022年12月7日 ～ 2023年12月6日 、週次データ )

*日本の投信(含むETF)… モーニングスターの「Japan Open-end (domiciled)」「Exchange Traded Fund (Japan domiciled)」

インデックス…TOPIX(東証株価指数)

純設定(単位: 億円) インデックス
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日本の投信(除くETF) 日本のETF TOPIX(東証株価指数)

(出所: ブルームバーグ及びイボットソンより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)

日本の投信全体の純設
定(推計)は12月6日まで
の1週間に+902億円と、3
週ぶり純流入(日本の投
信全体…ETFを含むが
MMFを含まない)。

この内、公募投信(除く
ETF)は+1723億円と、2週
連続の純流入で、11月1
日週(+3411億円)以来約1
か月ぶりの大きな純流入。

一方、ETFは-821億円と、
3週連続の純流出も減速
傾向。

TOPIXは2023年9月19日に2,430.30 
と、1990年5月31日（2,435.74）以来
約33年ぶり高値。

2023年12月11日 

日米投信週次概況(2023年12月6日週) 

三菱UFJアセットマネジメント株式会社  商品マーケティング企画部 松尾健治( kenji-matsuo@am.mufg.jp ) 

                                                    窪田真美( mami1-kubota@am.mufg.jp ) 

 

投信調査レポート(No.405) 

⚫ 日本は投信(除くETF)の純流入が加速、NISAの駆け込み需要か!?～新NISAは6年余りで資産所得倍増プラン

の目標を達成、18歳以上人口の3分の1が保有、日本株式に年1～2兆円の買い付け!?～.......................................p.1 

⚫ 米国は米国株が2か月ぶりの大きな純流出！ 11月初旬に資金が殺到したハイイールド債(ジャンク債)が1位!!...p.4 

日本の投信への流入はNISAの駆け込み需要か!? 

米国ではハイイールド債(ジャンク債)が純流入1位！ 
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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

 

 

 

公募投信(除くETF)の純流入が加速しているのは現行NISAへの投資が2023年末で終了（2024年1月から新NISA）、ジュニ

アNISAへの投資も2023年末で終了(口座開設は2023年9月末まで。保有は18歳になるまで可)する為、駆け込み投資の可能性が

ある。 現行NISAは年間の投資枠が一般NISA:120万円、つみたてNISA:40万円、ジュニアNISA:80万円。 ジュニ

アNISAは、未成年(0歳～17歳)対象だが、実際に資金拠出し、運用管理するのは親祖父母等である。 今年で廃止と

なったが、2024年以降18歳になるまで非課税保有が出来、途中での払出し(非課税)も可能と言う柔軟性が人気を呼

んでいた(金融庁「ジュニアNISAの概要」～ https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/about/junior/overview/index.html 、2022年6月13日付日本版ISAの道 その358「資産所得倍増プランに『iDeCoの改革や子供世代が資産形成を行いやすい環境整備』！ 米国など年

金資産倍増国を参考に～日米英加豪の私的年金制度および非課税貯蓄･投資制度、米国の529プラン、個人奨学金口座、教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置、ジュニアNISA～」～ https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_220613_2.pdf )。 

 

「投資信託協会によると、21年度から今年10月までで外国株投信への純資金流入が約９兆9000億円だったのに対

し、国内株投信は約３兆7000億円にとどまる。 このため、NISAのリニューアルで非課税投資枠が拡充される2024

年1月以降も、個人マネーの大半は引き続き外国株投信に向かうとの見方が多かった。 ところが、(2023年)8月以降

は日本株投信への資金流入が加速。 外国株投信を上回るペースとなっており、市場関係者の一部では個人の

投資スタンスに変化が出始めたと受け止められている。…(略)…。SMBC日興証では新型NISA経由の投資が政府

目標に沿った形で増えた場合、現在の同証NISA顧客の保有状況に基づき国内株33％、株式投信9％で試算する

と、日本株市場に年間2兆円の買い需要が発生するとみている。」(強調下線は当レポート筆者、2023年12月8日付Bloomberg「新NISAで日本株需給変化か、投信フローが

示す個人大転換の可能性」～ https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-12-08/S5CX0CDWX2PS00 )と報じられている。 

 

 

　　日本の投信の分類別週間純流出入(純流入の大きい順) 2023-12-06現在

　　*ETF･MMFを含まない。　週次推計の為、月次のものとは異なる。

順
位

分類名
(Morningstar Categories)

純流入
最新週
(百万円)

純流入
前週

(百万円)

純流入
4週計

(百万円)

純資産
(百万円)

備考
(和訳は三菱UFJ国際投信商品マーケティング企画部)

1 North America Equity +88,136 +31,072 +158,794 13,682,316 北米株

2 Japan Large-Cap Blend Equity +33,547 +12,311 -40,405 8,132,893 日本株大型ブレンド

3 World ex-Japan Bond - JPY Hedged +25,628 -5,391 +16,109 1,457,726 グローバル債-日本を除く-円ヘッジ

4 World Equity +22,925 -470 -3,703 19,667,177 グローバル株

5 India Equity +22,457 +14,370 +75,514 2,012,791 インド株

6 World ex-Japan Equity +17,848 +19,059 +59,927 8,402,945 グローバル株-日本を除く

7 Moderately Aggressive Allocation +6,878 +6,343 +15,046 3,185,521 モデレート･アグレッシブ･アセットアロケーション

8 World High Yield Bond US +6,745 +7,175 +23,844 1,267,298 米国ハイイールド債

9 Conservative Allocation +4,662 +1,081 +168 2,175,589 コンサバティブ･アセットアロケーション

10 Japan Large-Cap Value Equity +3,757 +3,521 +14,143 236,087 日本株大型バリュー

84 North America Equity - JPY Hedged -2,724 -5,948 -23,202 895,010 北米株-円ヘッジ

85 World ex-Japan Equity - JPY Hedged -2,888 -311 -2,883 401,515 グローバル株･日本を除く-円ヘッジ

86 World REIT -3,423 -3,331 -13,960 1,720,813 グローバルREIT

87 Australia & New Zealand Bond -3,594 -2,235 -11,010 632,225 オーストラリア&ニュージーランド債

88 Japan Bond - Long/Intermediate -4,258 +8,788 +22,280 3,874,595 日本債-中長期

89 World Other Equity -4,836 -4,747 -19,095 893,903 その他グローバル株

90 Risk Control Allocation -5,630 -4,314 -20,950 1,347,029 リスク･コントロール･アセットアロケーション

91 Japan REIT -8,502 -6,125 -25,182 2,512,928 日本REIT

92 World Equity - JPY Hedged -9,138 -10,504 -39,778 1,392,553 グローバル株－円ヘッジ

93 World Bond - JPY Hedged -9,498 -4,564 -19,527 1,706,901 グローバル債-円ヘッジ

全93分類の合計 +172,340 +71,014 +165,112 105,038,608

指数名
 リターン※

最新週
(％)

 リターン※

前週
(％)

 リターン※

4週
(％)

TOPIX (東証株価指数) +1.00 -0.57 +3.57

S&P500 +0.02 -0.11 +4.00

MSCI ワールド +0.27 +0.33 +4.79

(出所: ブルームバーグ、イボットソンより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)
※現地通貨(MSCI ワールドは米ドル)ベース、配当込み指数。

下
位
10
分
類

上
位
10
分
類

https://www.fsa.go.jp/policy/nisa2/about/junior/overview/index.html
https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_220613_2.pdf
https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2023-12-08/S5CX0CDWX2PS00
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また、「現在のNISAも、14年から直近(23年6月)までの8年半、年率約10％で増加してきた(図表2)。 これと同じペース

の増加で計算すると、計画当初から5年では厳しいものの、6年余りで目標(資産所得倍増プラン)が達成できるという計算

となる。…(略)…。仮に、買い付け額の3割が国内株式に流入した場合、毎年1兆円強の買い付けとなる(既存のNISAを

売却して入れ替える金額は控除していない)。 22年の個人と投資信託を合わせた買越額は1.1兆円だが、これはバブル期に

並ぶ水準だったことを考えると、新NISAの買い付けは相応のインパクトを持つ可能性がある。」(強調下線は当レポート筆者、2023年12月3

日付日経ヴェリタス･2023年12月5日付日本経済新聞電子版「新NISA マネーの流れ変えるか 大槻奈那 ピクテ･ジャパン シニア･フェロー」～ https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB230Z10T21C23A1000000/ )とも言われている。 

 

新NISAは6年余りで資産所得倍増プランの目標を達成、18歳以上人口の3分の1が保有、日本株式に年1～2兆

円の買い付けになる可能性がある(2023年12月11日付日本版ISAの道 その392「新NISAは本家英国のビジネス(投信評価等)を参考に～英国ISAでは高いレーティングのアクティブファンドが人気、ISA改革で複

数販売会社と端株とイノベーティブ･ファイナンスISAの非上場株ファンドLTAF投資が可に～」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/ )。 
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(出所: ブルームバーグより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成) *ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している。

日本の投資信託に使われることの多いベンチマークの推移1年間

（1年前を10000としている、円換算、日次データ）

2022年12月6日～2023年12月6日

日本株式

外国(先進国)株式

日本債券

先進国債券(日本

除く)円ヘッジなし

J-REIT

先進国REIT(日本

除く)

エマージング債券

円ヘッジあり

ハイイールド債券

円ヘッジなし

エマージング債券

円ヘッジなし

エマージング株式

インド中型株式

先進国債券(日本

除く)円ヘッジあり

テクノロジー株式

エマージング株式

日本株式

先進国REIT(日本除く)

外国(先進国)株式

日本債券

先進国債券(日本除く)円ヘッジあり

ハイイールド債券円ヘッジなし

エマージング債券円ヘッジなし

先進国債券(日本除く)円ヘッジなし

J-REIT

エマージング債券円ヘッジあり

インド中型株式

テクノロジー株式

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB230Z10T21C23A1000000/
https://www.am.mufg.jp/report/investigate/
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●米国は米国株が2か月ぶりの大きな純流出！ 

11月初旬に資金が殺到したハイイールド債(ジャンク債)が1位!! 

 

米投信全体の純設定/資金フロー(推計)は2023年12月6日までの1週間に-6億㌦/約801億円と2週連続の純流出だ

(米投信…ETFを含むがMMFを含まない～イボットソン調べ)。 この内、米投信(除くETF)/ミューチュアルファンドは-130億㌦/約1.9兆

円と2023年6月28日週以来連続の純流出、ETFは+124億㌦/約1.8兆円と11週連続の純流入(継続的なミューチュアルファンドの純流出と

ETFの純流入にはミューチュアルファンドからETFへのコンバージョン/転換も寄与…2023年11月27日付日本版ISAの道 その391「アクティブ運用型ETFが米国を中心に世界で急増！」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/ )。 

 

           

 

2023年12月6日週の投信全体純設定額を分類別に見る。 米国株は-45億㌦と、6週ぶり純流出で、10月11日週 

(-47億㌦)以来約2か月ぶりの大きな純流出となった。 外国株は-13億㌦、コモディティは-4億㌦と、いずれも2週

連続純流出。 一方、債券は+64億㌦と2週ぶりの純流入。 セクター株が+15億㌦と2週ぶり純流入だった。 

 

より投資対象を細かく見る。 米投信(含むETF、除くMMF)の分類別純設定額は次頁の通り。 純流入1～3位は米国ハイ

イールド債、米国中長期コア債、米国大型ブレンド株(S&P500連動など)。 一方、純流出1～3位は米国大型グロース

株、米国短期国債、米国テクノロジー株。 

 

米国の 投信全体の純設定と米ドル換算インデックスの推移
( 2022年12月7日 ～ 2023年12月6日 、週次データ )

*米投信(ETFを含むがMMFを含まない)… モーニングスターの「US Open-end & ETF ex MM ex FoF」。

米ドル換算インデックス…S&P500

純設定 (単位: 億㌦) 米ドル換算インデックス
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米投信(除くETF) 米ETF S&P 500種

(出所: ブルームバーグ及びイボットソンより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)

米投信全体の純設定
(推計)は2023年12月6
日までの1週間に-6億
㌦/約801億円と2週連
続の純流出(米投信…ETFを

含むがMMFを含まない～イボットソ

ン調べ)。

この内、米投信(除く
ETF)/ミューチュアル
ファンドは-130億㌦/約
1.9兆円と2023年6月28
日週以来連続の純流
出。

一方、ETFは+124億㌦/
約1.8兆円と11週連続
の純流入。

2022年12月14日週に米投信(除くETF)/ミュー

チュアルファンドは-457億㌦/約6兆円とコロナ

ショックを受けた2020年3月25日週(-849億㌦/

約9.2兆円）以来の大きな純流出。

*米モーニングスタ－が発表する週次の純設定額(推計)は、算出時点で入手できる投信による推計であり、随時更新される（本レポートは作成時点の最新値を使用）。

https://www.am.mufg.jp/report/investigate/
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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

      

 

純流入1位は、今から1か月前の2023年11月8日週に米国ハイイールド債ETF(+49億㌦)が過去最大の純流入となり、

投資家が殺到したハイイールド債(ジャンク債)である（2023年11月13日付日本版ISAの道 その403「米国でハイイールド債(ジャンク債)ETFが過去最大の純流入！～現物交換ETFは米国投信改革

「流動性リスク管理およびスウィング･プライシング」の対象外～」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231113.pdf 、2023年11月27日付日本版ISAの道 その404「日本ではインド株人気、米国では米国株が人気！米国で資金が殺到していた米国ハイイールド

債は今？～米国ハイイールド債と米国バンクローン～」～https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231127.pdf )。 

 

米国ハイイールド債は、最新12月6日週に+25億㌦/約3605億円と全121分類中1位(←11月29日週に+3億㌦←11月22日週に

+2億㌦←11月15日週に+45億㌦←11月8日週に+63億㌦と、2020年6月3日週以来約3年半ぶりの大きな純流入～イボットソン調べ)。 その内、米投

信(除くETF)/ミューチュアルファンドは+6億㌦と4週ぶりの純流入、ETFは+19億㌦と前週11月29日週(+4億㌦)を上回る

純流入(11月8日週に+49億㌦と過去最大)。 

 

引き続き米国ハイイールド債ETF中心である。 これはミューチュアルファンドには2022年11月2日のSEC/証券取引

委員会の投信改革案「オープンエンド･ファンドの流動性リスク管理およびスウィング･プライシング; フォームN-PX報

告」案への懸念もあるからだ(2023年2月27日付日本版ISAの道 その375「世界のファンド(含むMMF)流動性管理 米国の投信改革案も英国の資産運用制度改革案も スウィング･プライシング！ 非上場株/VC･PE投資

は流動性管理と共に」～ https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_230227_2.pdf 、2023年3月24日付投信調査レポートNo.393「日米投信週次概況(2023年3月22日週)米国ではSVB破綻の中、パッシブ運用投資家が地銀株ファンド買い継続⁉ バンクローン･ファンド流出は

SVBショックと言うよりSEC流動性分類変更か」～ https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_230324.pdf 、2023年11月13日付投信調査レポートNo.403「米国でハイイールド債(ジャンク債)ETFが過去最大の純流入！～現物交換ETFは米国投信改革「流動性リスク管理および

スウィング･プライシング」の対象外～」～ https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231113.pdf )。 これは飽くまでもオープンエンド･ファンドつまりミューチュアルファンドの流

動性リスク管理であり、「現物交換出来るETF/"in kind" exchange-traded fund(多くのETFが該当)」は除かれる。 この

あたりがハイイールド債やバンクローンのETF人気の背景にある(2023年11月27日付日本版ISAの道 その391「アクティブ運用型ETFが米国を中心に世界で急増！」～ 

https://www.am.mufg.jp/report/investigate/ )。 

　　米投信の分類別週間純流出入(純流入の大きい順)  2023-12-06現在

　　*ETFを含むがMMFを含まない。　週次推計の為、月次のものとは異なる。

順
位

分類名
(Morningstar Categories)

純流入
最新週
(百万㌦)

純流入
前週

(百万㌦)

純流入
4週計

(百万㌦)

純資産
(百万㌦)

備考
(和訳は三菱UFJ国際投信商品マーケティング企画部)

1 High Yield Bond +2,487 +283 +7,529 247,261 米国ハイイールド債

2 Intermediate Core Bond +1,586 +556 +4,193 604,852 米国中長期コア債

3 Large Blend +1,527 +6,557 +22,427 3,437,926 米国大型ブレンド株(S&P500連動など)

4 Financial +1,383 +285 +2,356 64,407 金融株

5 Intermediate Core-Plus Bond +1,040 -72 +141 555,779 米国中長期コアプラス債

6 Real Estate +976 +58 +1,041 85,413 米国REIT

7 Global Bond-USD Hedged +922 +98 +1,148 97,652 グローバル債(米ドルヘッジ）

8 Small Blend +900 -2,646 +1,011 373,692 米国小型ブレンド株

9 Emerging Markets Bond +820 +278 +1,942 55,078 グローバル･エマージング債米ドル建て

10 Mid-Cap Blend +814 +8 +1,087 306,210 米国中型ブレンド株

11 Small Value +643 -176 +927 193,790 米国小型バリュー株

12 Intermediate Government +610 +473 +1,071 185,047 米国中長期国債(4-6年)

13 Communications +558 +122 +899 28,471 通信株

14 Trading--Leveraged Equity +427 -901 -1,158 66,524 トレーディングレバレッジ株式(ブル型)

15 Muni National Long +406 +174 +840 114,592 米国長期全米地方債

112 Corporate Bond -586 -784 +414 141,311 社債

113 Mid-Cap Value -640 -215 -188 244,755 米国中型バリュー株

114 Natural Resources -651 +126 -767 50,163 天然資源関連株

115 Foreign Large Growth -719 -253 -2,461 346,901 外国株大型グロース株

116 Inflation-Protected Bond -741 -624 -2,274 114,115 米国インフレ連動債

117 Short-Term Bond -774 -101 -2,079 329,838 米国短期債

118 Mid-Cap Growth -1,072 -140 -1,827 305,680 米国中型グロース株

119 Technology -1,212 -799 +2,643 264,283 米国テクノロジー株

120 Short Government -2,363 -424 -3,084 74,896 米国短期国債

121 Large Growth -6,923 -530 -1,127 1,714,291 米国大型グロース株

全121分類の合計 -553 -1,411 +27,104 17,022,545

指数名
 リターン※

最新週
(％)

 リターン※

前週
(％)

 リターン※

4週
(％)

TOPIX (東証株価指数) +1.00 -0.57 +3.57

S&P500 +0.02 -0.11 +4.00

MSCI ワールド +0.27 +0.33 +4.79

(出所: ブルームバーグ、イボットソンより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)
※現地通貨(MSCI ワールドは米ドル)ベース、配当込み指数。

下
位
10
分
類

上
位
10
分
類

https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231113.pdf
https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231127.pdf
https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_230227_2.pdf
https://www.am.mufg.jp/text/oshirase_230324.pdf
https://www.am.mufg.jp/report/investigate/report_231113.pdf
https://www.am.mufg.jp/report/investigate/
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投信調査レポート 

巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項｣ 

および「本資料中で使用している指数について」を必ずご覧ください。 

 

米国ハイイールド債同様、高利回りの米国バンクローンはどうか。 共に投資適格未満の企業による資金調達であ

るが、通常、米国ハイイールド債が無担保で固定金利なのに対し、米国バンクローンは有担保で変動金利である。 

 

米国バンクローンは最新2023年12月6日週に+2億㌦/約276億円と3週ぶり純流入となり全121分類中23位(イボットソ

ン調べ)。 米国バンクローンの内、米投信(除くETF)/ミューチュアルファンドは+1億㌦と5週ぶりの純流入、ETFも+1億㌦

と前週(+0.2億㌦)を上回り、9週連続の純流入。 

 

                                                

 

 

                                                      以   上 

 

 

 

三菱UFJアセットマネジメント【投信調査コラム】日本版ISAの道(及び投信調査

レポートの一部)のバックナンバー: 

「 https://www.am.mufg.jp/report/investigate/ 」。 

 

三菱UFJアセットマネジメント株式会社 商品マーケティング企画部 

松尾 健治( kenji-matsuo@am.mufg.jp )、 

窪田 真美( mami1-kubota@am.mufg.jp )。 

米国の ハイイールド債ファンドの純設定と米ドル換算インデックスの推移

( 2022年12月7日 ～ 2023年12月6日 、週次データ　　)
*ハイイールド債ファンド…モーニングスター分類の「High Yield Bond」。

米ドル換算インデックス…ICE BofA US High Yield Index。

米ドル換算インデックス純設定(単位: 億㌦)
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(出所: ブルームバーグ、イボットソン ICE Data Indices, LLCより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)

ハイイールド債ファンド(除くETF) ハイイールド債ETF ICE BofA US High Yield Index

(開始時点＝100）

日週以来の大きな純流入。

2023年11月8日週に米国ハイイールド債
ETF（+49億㌦）が過去最大の純流入。

米国の バンクローン･ファンドの純設定と米ドル換算インデックスの推移

( 2022年12月7日 ～ 2023年12月6日 、週次データ　　)
*米国バンクローン･ファンド…モーニングスター分類の｢Bank Loan｣。

米ドル換算インデックス…Morningstar LSTA米国レバレッジド・ローン100インデックス(トータル･リターン)。

米ドル換算インデックス純設定(単位: 億㌦)
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(出所: ブルームバーグ、イボットソンより三菱UFJアセットマネジメント株式会社商品マーケティング企画部が作成)

米国バンクローン･ファンド(除くETF) 米国バンクローンETF Morningstar LSTA米国レバレッジド・ローン100インデックス(トータル･リターン)

(開始時点＝100）
投信の流動性分類改正案発表
～レバレッジドローン(またはバンクロー
ン)が「Illiquid investments」15%以下～
(2022年11月2日)

米国バンクローンETFは2023年11月
8日週に+5.1億㌦と、2022年6月1日
週(+5.4億㌦)以来の大きな純流入。

https://www.am.mufg.jp/report/investigate/
mailto:kenji-matsuo@am.mufg.jp
mailto:mami1-kubota@am.mufg.jp
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本資料に関してご留意頂きたい事項 

■本資料はNISA(少額投資非課税制度)など内外の資産運用に関する情報提供のために、三菱UFJアセットマネジメントが作成した資料で

あり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。販売会社が投資勧誘に使用することを想定して作成したものではありません。投

資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断

ください。 

■本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

■本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。 

■本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではあり

ません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。市況の変動等

により、方針通りの運用が行われない場合もあります。 

■本資料に示す意見等は、特に断りのない限り本資料作成日現在の筆者の見解です。 

■投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。 

■投資信託は値動きのある有価証券を投資対象としているため、当該資産の価格変動や為替相場の変動等により基準価額は変動しま

す。従って投資元本が保証されているわけではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。 

 

本資料中で使用している指数について 

■TOPIX（東証株価指数）に関する知的財産権その他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。 

■MSCI ワールド インデックスに対する著作権およびその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。 

■ICE BofA US High Yield Indexは、ICE Data Indices, LLC, ICE Dataまたはその第三者の財産であり、三菱UFJアセットマネジメントは許諾

に基づき使用しています。ICE Dataおよびその第三者は、使用に関して一切の責任を負いません。 

 


